
　

８
月
30
日
（
水
）
に
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

ホ
ー
ル
・
南
陽
市
文
化
会
館
に
て
第
52
回
山
形

県
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

�

（
4
〜
6
頁
に
詳
細
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山
形
県
老
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福
祉
大
会
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　

周
辺
の
山
々
か
ら
平
地
に

も
紅
葉
が
彩
り
さ
え
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
６
月
、
山
形

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常

総
会
の
役
員
改
選
に
お
い

て
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、会
報
「
陽
だ
ま
り
」

は
今
回
か
ら
装
い
新
た
に
発

行
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ

せ
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
組
織
は
、
現
在

県
内
全
て
の
市
町
村
に
連
合

会
が
あ
り
、
各
地
域
を
単

位
に
約
１
２
０
０
ク
ラ
ブ
、

４
６
５
０
０
人
の
会
員
を
擁

し
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽

し
い
活
動
」
と
「
地
域
を
豊

か
に
す
る
社
会
活
動
」
を
相

互
に
関
わ
り
を
持
ち
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
総
合
的

に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に

特
色
あ
る
多
種
多
様
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
社
会
が
一
段
と
進
む

中
で
、
地
域
基
盤
の
再
構
築

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
諸
先
輩
は
結

成
当
時
か
ら
地
縁
に
よ
る
仲

間
づ
く
り
を
進
め
「
自
助
」

と
「
互
助
」
を
基
本
に
「
共

生
社
会
」
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
昨
今
に
お
け
る

現
状
で
は
、
会
員
増
強
運
動

に
取
り
組
み
、
皆
様
の
ご
尽

力
で
新
結
成
の
動
き
に
よ
り

会
員
が
増
え
た
ク
ラ
ブ
が
あ

る
一
方
で
、
高
齢
化
に
伴
う

退
会
や
ク
ラ
ブ
の
休
会
、
解

散
に
よ
り
、
会
員
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
こ
と
は
大
変
残

念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
会
報
の
発
行

形
態
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

こ
と
で
、
会
員
皆
様
方
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
寄
り
添

い
あ
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
新
た
な
風
が
吹
き
、
未

来
を
創
っ
て
い
け
る
よ
う
に

ぜ
ひ
ご
意
見
や
ク
ラ
ブ
自
慢

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
会

員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
て
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

一般社団法人  山形県老人クラブ連合会
役 員 名 簿

理事任期：	平成29年6月16日から2年度の通常総
会終結の日

監事任期：	平成29年6月16日から４年度の通常総
会終結の日

役　職 氏　名 選出地区
（区分）

市町村
老連

会　長 亀谷千代子 女性
委員会 山形市

副会長 吉泉吉四良 村山
（東南） 天童市

副会長 小林　達夫 庄内 鶴岡市
副会長 今田　雄一 置賜 高畠町
副会長 樋渡　脩浩 最上 戸沢村

常務理事 髙橋　　潔 学識
経験者

理　事 岸部　　滋 村山
（東南） 山辺町

理　事 高橋　秀治 村山
（西） 寒河江市

理　事 吉田勘右エ門 村山
（北） 村山市

理　事 須貝　光雄 置賜 米沢市
理　事 武田　正三 庄内 酒田市
理　事 遠田　　武 庄内 庄内町
理　事 五十嵐只志 庄内 三川町

理　事 髙橋　和子 女性
委員会 河北町

監　事 横尾　量助 村山 東根市
監　事 齋藤　義廣 最上 大蔵村
※平成29年6月16日就任

顧　問 小野栄二郎 元会長 山形市
顧　問 柿﨑　繁雄 前会長 大蔵村

新
た
な
風
で
未
来
に
つ
な
ぐ

一
般
社
団
法
人
山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
亀
谷
　
千
代
子

ご
あ
い
さ
つ
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　

こ
の
度
は
、
会
報
「
陽
だ

ま
り
」
刷
新
号
の
発
刊
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
県
は
平
成
28
年
10
月
時

点
で
高
齢
者
数
が
約
35
万

人
、
高
齢
化
率
が
約
31
％
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
37
年
に

は
高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
約
36
万
人
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
福
祉

の
増
進
に
多
大
な
る
御
尽
力

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
た
び
は
、
会
報
「
陽
だ
ま

り
」
刷
新
号
の
発
刊
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
国
有
数
の
高
齢
県
で
あ

る
本
県
に
お
い
て
は
、
高
齢

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県

で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
や
ま

が
た
長
寿
安
心
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
医
療
や
介
護
、
住

ま
い
、
生
活
支
援
等
を
一
体

と
し
て
支
援
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
の
皆
さ
ま

と
協
力
し
な
が
ら
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
こ
の
会
報
が
老
人

ク
ラ
ブ
関
係
者
は
も
と
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
、
貴
会
が
更
な
る
ご

発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う

祈
念
し
お
祝
い
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

者
が
互
い
に
支
え
・
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
楽
し
み
を
共

に
し
、
長
寿
の
喜
び
を
実
感

で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
が

大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
語

ら
い
の
場
、
生
き
が
い
や
健

康
づ
く
り
の
拠
り
所
と
し
て

の
役
割
を
担
い
、
様
々
な
活

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
活
躍
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
培
わ
れ
た
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
地
域
社
会
に
活
か
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
り
一
層

の
発
展
を
御
期
待
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
陽
だ
ま
り
」
刷
新
号
発
刊
に
寄
せ
て

�

山
形
県
知
事
　
吉
村
　
美
栄
子

「
陽
だ
ま
り
」
刷
新
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

�

山
形
県
議
会
議
長
　
志
田
　
英
紀

動
を
通
し
た
高
齢
者
の
積
極

的
な
社
会
参
加
に
大
き
く
御

貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
健

康
に
活
き
活
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
、
豊
か
で
活
力

の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

引
き
続
き
力
を
注
い
で
ま
い

　

そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ま
に
は
地
域
の
高
齢

者
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て

も
ご
活
躍
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
も
よ
り
一
層
魅
力

あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

　

８
月
30
日
（
水
）、シ
ェ

ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー

ル
・
南
陽
市
文
化
会
館
に

て
第
52
回
山
形
県
老
人
福

祉
大
会
が
、
市
制
50
周
年

の
南
陽
市
・
創
立
50
周
年

記
念
を
迎
え
た
南
陽
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催

で
、「
の
ば
そ
う
！　

健

山
形
市�

青
木　

和
彦

山
形
市�

黒
田　

敏
子

山
形
市�

鈴
木　

晴
夫

山
形
市�

仁
藤　

博
吉

山
形
市�

樋
口　

瀧
雄

大
江
町�

村
上
チ
エ
子

村
山
市�

笹
原　

満
雄

村
山
市�

髙
橋
裕
四
郎

村
山
市�

三
宅　

京
三

東
根
市�

大
江　

貞
治

東
根
市�

武
田　

直
義

◆
育
成
指
導
功
労

山
形
市	�

武
田　

波
子

山
形
市	�

長
岡　

新
三

山
形
市	�

山
川　
　

隆

山
形
市	�

安
達　
　

勇

山
形
市	�

熊
谷
英
一
郎

山
形
市�

堀　

美
枝
子

山
形
市	�

伊
藤　

正
一

米
沢
市	�
情
野
四
十
二

米
沢
市�
我
妻　

静
男

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

五
十
嵐
斐
子

康
寿
命
、
担
お
う
！　

地

域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
県
内
市
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
、
老

人
福
祉
関
係
者
ら
が
出
席

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
で
は
各

種
表
彰
が
行
わ
れ
、
第
２

第
52
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

地
域
発
展
を
目
指
す

東
根
市�

加
藤　
　

税

新
庄
市�

矢
口　

昭
七

最
上
町�

渡
辺　
　

稔

最
上
町�

松
井
喜
美
夫

真
室
川
町�

髙
橋　
　

保

長
井
市�

清
水　

幸
吉

長
井
市�

田
畝　
　

弘

長
井
市�

村
山　

耕
一

南
陽
市�

山　

隆

小
国
町�

舟
山　

房
子

飯
豊
町�

五
十
嵐
と
よ
子

飯
豊
町�

鈴
木
八
郎
兵
衛

鶴
岡
市�

鈴
木　

和
義

鶴
岡
市�

中
濱　
　

裕

鶴
岡
市�

檜
山　

ヨ
ウ

鶴
岡
市�

清
野　
　

清

鶴
岡
市�

三
浦
喜
一
郎

酒
田
市�

武
田　

正
三

酒
田
市�

池
田　

吉
彦

酒
田
市�

齋
藤　

昌
幸

酒
田
市�
山
田
富
士
雄

�

計
32
名
（
敬
称
略
）

新
庄
市�

吉
祥
ク
ラ
ブ

鮭
川
村

石
名
坂
・
小
反

�

老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会

�

計
２
団
体

平
成
29
年
度

老
人
福
祉
功
労
者

県
知
事
感
謝
状

平
成
29
年
度

県
老
連
会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ
の

　
指
導
育
成
に
貢
献

◆
社
会
福
祉
（
地
域
）
活
動

　
が
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

式典の様子

部
の
歌
声
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
沖
郷
ス
マ
イ
ル
合
唱

団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
、

南
陽
市
赤
湯
幼
稚
園
の
園

児
に
よ
る
歌
と
踊
り
、
ま

た
今
大
会
の
た
め
に
高
畠

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が

中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ

た
「
き
ら
ら
高
畠
ゆ
か
い

な
仲
間
達
」
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
年
は
鶴
岡
市
で
開
催
予

定
で
す
。

きららクラブ山形 4第25号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

平
成
29
年
度

県
老
連
会
長
感
謝
状

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

鶴
見　
　

功

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�
白
幡
寿
美
子

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�
星
川　

哲
雄

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

佐
藤
東
太
郎

鶴
岡
市　

朝
日
支
部	

�

伊
藤　

源
一

鶴
岡
市　

櫛
引
支
部	

�

芳
賀　

俊
之

鶴
岡
市　

櫛
引
支
部	

�

渡
会　

章
夫

鶴
岡
市　

温
海
支
部	

�

五
十
嵐
豊
作

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

渡
部　

藤
男

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

相
馬　

勝
夫

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

堀　
　

建
志

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

柳
瀬　

芳
一

酒
田
市　

松
山
支
部	

�

今
田　
　

武

新
庄
市�

渡
辺　

義
男

新
庄
市�

三
浦
キ
サ
子

寒
河
江
市�

古
川
サ
チ
子

上
山
市�

小
笠
原
清
一

上
山
市�

小
嶌　

吉
文

村
山
市�

石
澤
美
和
子

村
山
市	�

松
田　

英
司

村
山
市	�

柴
田　

安
綱

村
山
市	�

笹
原　

貴
子

長
井
市	�

佐
藤　

啓
一

長
井
市	�

平
田　

正
一

天
童
市	�

富
樫　

定
治

天
童
市	�

今
野　

英
雄

天
童
市	�

國
井　
　

博

天
童
市	�

武
田　

健
蔵

天
童
市�

長
岡　

純
一

東
根
市	�
増
川
武
五
郎

東
根
市	�
大
江　

恵
子

東
根
市	�

小
沢　

久
男

東
根
市	�

小
野　

俊
雄

東
根
市	�

青
山　

勇
雄

尾
花
沢
市�

大
類　
　

篤

尾
花
沢
市�

本
間　

好
幸

南
陽
市	�

菅
野　

孝
作

南
陽
市�

栗
原　

悦
子

山
辺
町	�

渡
辺　
　

博

山
辺
町	�

後
藤　
　

徹

大
江
町	�

芳
賀　

芳
子

大
江
町�

冨
樫
兵
士
郎

朝
日
町
長
寿		


�

川
口
幸
次
郎

朝
日
町
長
寿		


�

菊
地　

德
一

西
川
町	�

松
田　

政
男

西
川
町�

髙
橋　

清
重

河
北
町�

五
十
嵐
吉
男

河
北
町	�

八
矢
栄
四
郎

大
石
田
町�

宮
田　
　

登

大
石
田
町�

星
川　

新
作

舟
形
町	�

庄
司　

勝
子

舟
形
町�

髙
橋　

邦
美

大
蔵
村�

佐
藤　
　

久

大
蔵
村�

武
田　

光
榮

戸
沢
村	�

大
友　

正
俊

鮭
川
村	�

栗
田　

和
夫

鮭
川
村�

髙
橋　
　

哲

真
室
川
町�

髙
橋　

正
美

真
室
川
町�

栗
田　

稔
美

金
山
町	�

柿
崎　

次
郎

最
上
町�

齊
藤　

義
七

高
畠
町	�

後
藤
孝
二
郎

高
畠
町�

早
川
千
代
子

川
西
町�

佐
藤　

み
よ

川
西
町�

小
形　

喜
輔

白
鷹
町�

吉
田
源
三
郎

飯
豊
町�
髙
橋　

嘉
浩

飯
豊
町�
工
島　

忠
一

三
川
町�

工
藤　

貞
三

三
川
町�

設
楽　

典
旺

庄
内
町	�

遠
藤　

春
雄

庄
内
町�

大
倉　

錦
一

遊
佐
町�

佐
藤　
　

正

遊
佐
町�

髙
橋　

和
久

遊
佐
町�

佐
藤　

修
一

遊
佐
町�

土
門　

由
則

�

計
86
名　
（
敬
称
略
）

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市

�

下
条
町
五
丁
目
紅
花
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部

�

大
山
上
本
町
和
楽
会

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部

�

若
北
生
き
が
い
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市　

温
海
支
部

�

戸
沢
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市�

木
栄
ク
ラ
ブ

長
井
市�

上
伊
佐
沢
寿
会

東
根
市�

野
田
西
長
寿
会

東
根
市�

新
田
町
双
和
会

山
辺
町

�

大
門
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

大
江
町�

笑
和
会

大
石
田
町

�

小
菅
老
人
ク
ラ
ブ

金
山
町	�

台
山
ク
ラ
ブ

高
畠
町

�

糠
野
目
老
人
ク
ラ
ブ
虹
の
会

�

計
13
団
体

◆
県
老
連
退
任
役
員

大
蔵
村�
柿
﨑　

繁
雄

新
庄
市�
髙
山　

五
郎

�

計
２
名　
（
敬
称
略
）
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

平成29年度県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰達成おめでとう
　平成22年度から、新たな県内一斉会員加入促進キャ
ンペーンについて３か年単位で計画の評価を行ってい
ます。このキャンペーンを現在進めている会員２万人増
強運動と連動して継続延長することで、これまでの主な
取り組みである新規会員を増やす活動に加え、現在ある
クラブを活性化させて解散を防ぎ、休会や解散したクラ
ブを再結成・再加入させるという新たな視点での行動を、
平成30年度まで期間を定めて取り組んでいます。
　会員加入促進運動の表彰５区分を対象にして前年の
取り組み成果をまとめ、達成したクラブを各市町村老
連から申請をいただいています。
　今年は、各部門を通して35老連より申請があり、

区分（部門） 市町村老連数 クラブ数
①新規会員10%増 22市町村 73クラブ
②新規会員5人以上増 21市町村 67クラブ
③70歳未満会員割合5%増 19市町村 51クラブ
④再結成・再加入、新規結
成クラブ 10市町 19クラブ

⑤市町村老連会員純増 5市町 5連合会
計 215クラブ

　

10
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）、

京
都
府
京
都
市
に
お
い
て
、
第

46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
活
動
交
流
部
会
で

は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
新

地
域
支
援
事
業
に
活
か
す
」、

「
組
織
的
推
進
に
よ
る
会
員
増

強
運
動
の
展
開
」、「
演
じ
る
活

動
〈
舞
台
発
表
〉」
の
３
部
会

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
２
日

目
は
、「
心
の
荷
物
を
お
ろ
す

１
０
８
の
知
恵
〜
一
人
一
人
が

輝
く
生
き
方
に
〜
」と
題
し
て
、

真
宗
大
谷
派
僧
侶
で
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
川
村
妙
慶
氏
の
講
演
に

続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

和
貴
宮
神
社
氏
子
に
よ
る
『
宮

津
祭
「
浮
太
鼓
」』
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
と
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
の
受
章

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
９

頁
に
関
連
記
事
）

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

育
成
功
労
者　

後
藤
輝
夫

（
元
老
連
副
会
長
・
鶴
岡
市

老
連
顧
問
）、横
澤
善
夫
（
元

県
老
連
副
会
長
・
元
長
井
市

老
連
会
長
）
／
優
良
老
人
ク

ラ
ブ　

末
広
町
寿
会
（
新
庄

市
）
／
優
良
市
町
村
連
合
会　

西
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◇
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

育
成
指
導
功
労　

亀
谷
千
代

子
（
県
老
連
会
長
・
山
形
市

老
連
会
長
）、今
田
雄
一
（
県

老
連
副
会
長
・
高
畠
町
老
連

会
長
）
／
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

萩
生
東
部
長
生
会（
飯
豊
町
）

／
優
良
市
町
村
連
合
会　

鮭

川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
あ
げ
ま
す
。
来
年
は
、
沖

縄
県
で
12
月
４
・
５
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

紅
色
に
染
ま
る

古
都
京
都
に
集
い

和
を
極
め
学
び
あ
う

大会に出席したみなさん

215クラブが達成されました。
　８月30日（水）に開催した第52回山形県老人福祉
大会において、運動の経過報告と達成されたクラブを
公表して達成奨励賞を贈りました。（13頁に関連記事）
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

平成28年度決算・平成29年度予算報告
　６月16日（金）に山形県総合社会福祉センターで行われた通常総会で、県老連の平成28年度決算・
平成29年度予算が以下のとおり承認・可決されましたのでご報告します。

科　　目 予算額（円）
１．会費 6,802,400 
２．補助金・助成金 5,206,000 
３．委託費 1,430,000 
４．共同募金配分金 300,000 
５．老ク会員章拠出金 90,000 
６．事業負担金 220,000 
７．事業関連収入 2,200,000 
８．雑収入 400,000 
９．基金繰入金 8,000,000 
10．繰越金 360,000 

計 25,008,400 

事 業 項 目 予算額（円）
１．育成指導・活動支援事業 1,090,000 
２．組織拡充広報事業 1,740,000 
３．生きがいと健康づくり事業 1,950,000 
４．地域を豊かにする社会活動事業 695,000 
５．その他の事業 1,190,000 
６．活動推進員設置事業 12,794,000 
７．法人運営管理費 5,263,000 
８．予備費 286,400 

計 25,008,400 

科　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

①受取会費 6,802,400 7,077,100 △ 274,700
②事業収益 3,542,980 3,511,926 31,054
③受取補助金等 5,706,000 5,506,000 200,000
④受取負担金 231,200 205,400 25,800
⑤雑収益 994,845 856,889 137,956
経常収益計 17,277,425 17,157,315 120,110

（２）経常費用
①事業費 18,743,651 18,430,032 313,619
②管理費 4,831,240 5,379,887 △ 548,647
経常費用計 23,574,891 23,809,919 △ 235,028
当期経常増減額 △ 6,297,466 △ 6,652,604 355,138

２．経常外増減の部 0
（１）経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0

過年度減価償却費 0 0 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 6,297,466 △ 6,652,604 355,138
一般正味財産期首残額 50,080,037 56,732,641 △ 6,652,604
一般正味財産期末残額 43,782,571 50,080,037 △ 6,297,466

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取寄付金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残額高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 43,782,571 50,080,037 △ 6,297,466

平成29年度予算概要 平成28年度正味財産増減計算書
【収入の部】

【支出の部】

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで（単位:円）
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７
月
13
日
（
木
）・
14
日

（
金
）、
福
島
県
郡
山
市
に
お

い
て
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
本
県
か
ら
25
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
研
修
で
は
、
全

老
連
河
野
参
事
よ
り
「
老
人

ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け

て
」
と
題
し
、
全
国
運
動
、

行
動
提
案
に
つ
い
て
基
調
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

快
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
所
の

吉
井
雅
彦
先
生
が
、「
往
生

し
た
け
り
ゃ
～
や
れ
る
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
」
と

題
し
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

予
防
を
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
ト
レ
な
ど
、
冗
談
の
効
い

た
お
も
し
ろ
い
解
説
で
参
加

者
の
笑
い
を
取
り
な
が
ら
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
「
活
動
発
表
」

で
は
、
本
県
よ
り
米
沢
市
老

　

10
月
11
日
（
水
）
に
山
形

市
の
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形

で
公
式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
山
形
県
老
連

と
山
形
県
公
式
ワ
ナ
ゲ
協
会

の
主
催
に
日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会

が
共
催
し
て
行
わ
れ
、
愛
好

者
相
互
の
交
流
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
で
日
頃
か
ら
そ
の

腕
を
磨
い
て
い
る
強
豪
が
集

ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

　

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
ワ

ナ
ゲ
。
投
げ
る
際
の
ち
ょ
っ

と
し
た
手
つ
き
や
姿
勢
が
輪

の
飛
ん
で
い
く
方
向
を
変

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
で
も
完

璧
に
、
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

高
得
点
が
出
る
と
拍
手
が
沸

き
上
が
り
、
白
熱
し
た
試
合

な
が
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
大
会
は
進
行

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
団
体

で
長
井
市
、
個

人
で
髙
崎
氏

（
天
童
市
）
が

優
勝
を
果
た

し
、
そ
の
ほ
か

は
表
の
と
お
り

で
す
。
出
場
者

の
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し

た
。
来
年
も
ま

た
出
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す
。

米
沢
市
老
連
が
事
例
発
表

団
体
で
長
井
市  

個
人
で
髙（

天
童
市
）

崎
氏
優
勝

連
の
須
貝
光
雄
会
長
に
よ
る

万
世
地
区
老
連
の
活
動
「
ご

当
地
ソ
ン
グ
で
ま
ち
お
こ

し
」
と
題
し
た
活
動
事
例
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
、
最
後

の
研
修
「
グ
ル
ー
プ
討
議
」

で
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
他
県
の
活
動
情
報
の

交
換
を
行
い
、
充
実
し
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
山
形
県

天
童
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
な

が
る
活
動
の
情
報
提
供
と

「
山
形
の
お
も
て
な
し
」
を

目
標
に
、
心
に
残
る
研
修
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

第
11
回
公
式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流
大
会

賞区分 チーム名 市町村
第１位 草岡A 長井市
第２位 千葉生浜公民館 千葉市
第３位 緑ヶ丘一丁目 酒田市
第３位 東沢Ｂ 山形市

賞区分 選手名 チーム名 市町村 得点（※）

第 1位 髙崎　重信 南小畑寿会 天童市 780
第 2位 孫田　幸子 草岡Ｂ 長井市 660
第 3位 佐竹　絹子 四ツ谷むつみ会 上山市 660
第 4位 髙世喜代子 草岡Ｂ 長井市 630
第 5位 菅野　文雄 川原沢Ａ 長井市 630

（※）	 得点は、３ゲーム合計得点、同点の場合の順位は年齢、性別
をもって決定する。

大
会
結
果

★団体部門

★個人部門

参加した皆さん

米沢市老連
須貝会長の事例発表
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昭
和
46
年
の
創
立
以
来
、
一
貫
し

て
会
員
の
「
楽
し
い
集
い
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
奉
仕
・
友
愛
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
ワ

ナ
ゲ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
週

に
１
回
の
食
事
会
や
、
企
業
や
病
院

の
先
生
を
招
い
て
の
出
前
講
座
・
健

康
教
室
な
ど
の
ほ
か
、
学
童
の
見
守

り
、
町
内
清
掃
、
花
の
植
栽
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し

　

昭
和
38
年
に
設
立
以
来
、
地
域
の

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

を
推
進
し
、
町
内
65
歳
以
上
人
口
に

対
す
る
加
入
率
は
46
・
６
％
で
県
内

１
位
。
町
内
の
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
会
員
増
強
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
主
催
の
年
８
回
の
高
齢
者
大
学

と
連
携
し
て
い
る
ほ
か
、
老
人
ク
ラ

ブ
ま
つ
り
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
秋

野
菜
を
展
示
し
た
後
、
老
人
福
祉
施

全
国
表
彰  

老
人
ク
ラ
ブ
紹
介

　

平
成
29
年
度
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
高
齢
者
福
祉
に
お
け
る
活
動
に
多
大
な

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
各
連
合
会
・
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
）

な
い
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
一
人
暮
ら
し
の
会
員
が

多
く
、
見
守
り
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

設
や
保
育
園
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
と
伝
承
行
事
の
団
子
さ

し
で
の
交
流
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
開
催
、
山
形
新
聞
社
と
協
力
し
て

金
婚
夫
婦
の
顕
彰
を
行
う
な
ど
、
多

彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

週に一度の楽しい食事会

出前講座で健康を学ぶ

▲▼小学生たちとふれあいのひとコマ

�

会
員
数
：
35
人　
会
長
：
矢
口　
實

末
広
町
寿
会
（
新
庄
市
）

厚生労働
大臣表彰

受章

�

会
員
数
：
１
０
８
７
人　
会
長
：
工
藤　
健
一

西
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

厚生労働
大臣表彰

受章

きららクラブ山形9 第25号



　

昭
和
36
年
に
設
立
。
会
員
の
健
康

増
進
や
相
互
交
流
を
図
り
、
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
。
公
式

ワ
ナ
ゲ
大
会
や
福
祉
体
育
祭
、
老
連

大
学
校
を
開
催
し
、
福
祉
体
育
祭
で

は
鶴
岡
支
部
か
ら
６
０
０
人
近
い
参

加
者
を
得
て
い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
に
設
立
。
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ワ
ナ
ゲ
な

ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
世
代
間
交

流
、
老
人
ク
ラ
ブ
主
体
の
サ
ロ
ン
な

ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
原
曲
の
リ
ズ
ム
を
ゆ
っ
く

り
再
生
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を
定
期
的
に
行

　

ま
た
健
康
増
進
に
関
す
る
講
演
会
、

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
研
修
会
は

い
ず
れ
も
約
１
５
０
人
の
参
加
を
得

て
開
催
し
て
お
り
、
会
員
の
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
に
関
す
る
意
識
と

関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
地
域
で
活
発
に
展
開

さ
れ
る
よ
う
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
、
ま
た
支
部
主
催
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
は
常
に
上
位
入
賞
。
会
員

の
適
材
適
所
で
知
識
と
経
験
を
持
ち

寄
り
、
神
社
の
し
め
縄
づ
く
り
や
そ

ば
打
ち
な
ど
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

活
躍
の
場
を
創
出
し
、「
会
員
が
輝

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
ク
ラ
ブ

で
す
。

�

会
員
数
：
２
１
２
３
人　
会
長
：
小
林　
達
夫

鶴
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
鶴
岡
支
部

全老連活動賞
（健康づくり活動）

受賞
�

会
員
数
：
37
人　
会
長
：
久
松　
正
治

え
び
す
会
（
酒
田
市
）

全老連活動賞
（健康づくり活動）

受賞

公式ワナゲ交流大会

▲▼工夫ある活動で楽しく参加しています

ロコモ予防の健康体操

きららクラブ山形 10第25号



　

松
山
支
部
で
は
平
成
25
年
に
解
散

し
た
ク
ラ
ブ
が
28
年
に
復
活
。
こ
の

こ
と
で
周
囲
の
ク
ラ
ブ
で
も
会
員
増

強
運
動
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
活
性

化
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

４
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
支
部

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
は
じ
め
、

　

愛
称
「
り
ん
ど
う
ク
ラ
ブ
大
蔵
」

と
し
て
活
動
し
て
い
る
連
合
会
で
、

平
成
25
年
～
26
年
に
は
未
組
織
地
域

に
新
た
に
２
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
誕

生
す
る
な
ど
、
会
員
数
が
大
き
く
増

え
て
い
ま
す
。
会
員
の
交
流
の
機
会

で
も
あ
る
「
ふ
れ
愛
の
旅
」
へ
の
参

加
対
象
を
未
加
入
者
に
広
げ
、
連
合

会
で
ワ
ナ
ゲ
の
普
及
を
行
う
な
ど
、

幅
広
い
視
野
が
会
員
増
強
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
少
な
い
地
域
で
高
齢
化
が

健
康
講
話
と
歌
で
盛
り
上
が
る
福
祉

講
座
の
開
催
や
、
支
部
内
の
全
戸
に

配
付
す
る
会
報
「
ま
つ
か
さ
」
の
発

行
、
新
松
山
音
頭
に
合
わ
せ
た
「
松

山
い
き
い
き
体
操
」
を
取
り
入
れ
た

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
同

士
の
支
え
合
い
が

行
政
の
課
題
で
す

が
、
仲
間
の
輪
を

広
げ
て
い
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
割
が

評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

レクリエーション大会（カローリング）

大蔵村公式ワナゲ大会

福祉講座

連合会主催の「ふれ愛の旅」

�

会
員
数
：
２
９
１
人　
会
長
：
佐
藤　
旭

酒
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
松
山
支
部

全老連
100万人会員
増強運動特別賞

受賞
�

会
員
数
：
４
６
９
人　
会
長
：
齋
藤　
義
廣

大
蔵
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全老連
100万人会員
増強運動特別賞

受賞
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か
ね
て
か
ら
連
合
会
が
要
望
し
て

い
た
高
齢
者
交
流
拠
点
整
備
事
業
に

よ
り
、
町
内
70
カ
所
に
集
い
の
場
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
定
期
的
な
サ
ロ

ン
活
動
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

未
組
織
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
飛
躍
的

に
会
員
数
が
増
加
し
、
そ
の
後
も
ク

ラ
ブ
・
会
員
数
と
も
に
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

連
合
会
か
ら
は
単
位
ク
ラ
ブ
へ
、

出
前
講
座
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
つ

い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
唯
一
、
毎
年
度
連
続
し
て

会
員
数
の
純
増
を
達
成
し
て
い
る
連

合
会
で
す
。

清々しい空のもとグラウンド・ゴルフ

今や定着しているワナゲ大会

�

会
員
数
：
２
５
７
５
人　
会
長
：
齋
藤　
清

遊
佐
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全老連
100万人会員
増強運動特別賞

受賞
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新規連合会
加入クラブ

新規連合会
加入クラブ

　
「
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
で
生
活

を
継
続
し
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
た
か
っ
た
」
と
の
切
実

な
思
い
で
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
。
も

と
は
加
入
対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
の

寿
会
と
い
う
名
称
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
対
象
年
齢
を
65
歳
以
上
に

引
き
下
げ
て
新
た
に
「
つ
く
も
会
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
、
29
年
に
連

合
会
加
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

寿
会
か
ら
の
活
動
を
継
承
し
て
年

２
回
の
日
帰
り
旅
行
や
食
事
会
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
会
が
実
施

し
て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
、「
百
歳
体
操
」

や
「
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
」
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
に
協
力
し
な

　

元
の
地
名
「
古
荒
」
か
ら
き
た
地

名
「
こ
あ
ら
」
と
、
初
代
会
長
か
ら

命
名
し
た
「
ユ
ー
カ
リ
会
」
で
「
こ

あ
ら
ユ
ー
カ
リ
会
」
と
い
う
名
前
に

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
街
な
の
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
、
平
成
15
年
に
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
た
び
連
合
会

加
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
式
ワ
ナ
ゲ
や
ビ
ン
ゴ
、
健
康
講

座
や
軽
体
操
の
ほ
か
、
お
茶
会
や
旅

行
な
ど
で
親
睦
を
深
め
、
公
園
の
清

掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
連
合
会
事
業
で
も
、
酒

田
市
で
開
催
さ
れ
１
０
０
０
人
以
上

が
参
加
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
に
出
場
し
、
他
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
を
も
ち
な
が
ら
楽
し
ん

が
ら
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
な
ど
を
通
じ
て

地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。
11
月
に
は
つ
く
も
会
が
主
催

し
て
「
ワ
ナ
ゲ
大
会
と
食
事
会
」
を

予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

で
取
り
組
め
る
こ
と
は
積
極
的
に
実

施
し
よ
う
と
い
う
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

ク
ラ
ブ
で
す
。

で
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
過

ご
そ
う
よ
。
仲
良
く
な
ろ
う
よ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

仲良く活動しています

�

会
員
数
：
30
人　
会
長
： 

粕
谷　
政
孝

�

会
員
数
：
27
人　
会
長
： 

阿
部　
有
信

薬
師
町
３
区
つ
く
も
会
（
山
形
市
）

こ
あ
ら
ユ
ー
カ
リ
会
（
酒
田
市
）

県
内
一
斉
会
員
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
29
年
度
表
彰
老
人
ク
ラ
ブ
紹
介

　

会
員
加
入
促
進
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
、
平
成
29
年
度
山

形
県
老
人
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
）

きららクラブ山形13 第25号



再結成
クラブ

再結成
クラブ

　
「
原
方
」
と
「
小
林
」
と
い
う
二

つ
の
集
落
と
、「
大
森
山
」
の
麓
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

ク
ラ
ブ
。
会
長
の
担
い
手
が
な
く
、

会
員
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
28
年
度
は

解
散
し
て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
か
ら

再
結
成
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
解
散
後
で
も
意
欲
的
に
活

動
す
る
元
会
員
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
域
の
自
治
会
長
の
協
力
を
得

な
が
ら
再
結
成
し
、
29
年
の
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し

な
が
ら
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ワ
ナ
ゲ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
な
ど
を
多
く
の
会
員
が
楽
し

み
、
ま
た
市
老
ク
連
事
業
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
仲
間
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

現
役
世
代
が
多
い
た
め
平
成
26
年

４
月
か
ら
休
会
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
老
後
の
楽
し
み
を
見
つ
け
た
い
」

と
、
三
浦
氏
が
中
心
と
な
っ
て
再
結

成
し
ま
し
た
。

�

会
員
数
：
63
人　
会
長
： 

工
藤　
庄
吉

�

会
員
数
：
20
人　
会
長
： 

三
浦　
康
泰

原
方
小
林
大
森
会
（
東
根
市
）

あ
け
ぼ
の
会
（
金
山
町
）

　

29
年
4
月
か
ら
活
動
を
始
め
た
た

め
、
現
在
は
金
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
事
業
に
参
加
し
な
が
ら
、
ク

ラ
ブ
と
し
て
の
活
動
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
に
会
員
が
参
加
し
、
30
年
２

月
に
開
催
予
定
の
「
ワ
ナ
ゲ
交
流
大

会
」
に
も
参
加
す
べ
く
、
ワ
ナ
ゲ

セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
る
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
ク
ラ

ブ
で
す
。

▲▼グラウンド・ゴルフで爽やかな汗を流す
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再加入
クラブ

　

１
～
２
年
ほ
ど
休
会
し
て
い
ま
し

た
が
、
地
域
に
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
現
状
に
必
要
性
を
感
じ
て
再
開
し

た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
毎
月
第
１
日
曜

日
（
1
月
～
11
月
の
間
）
の
お
寺
の

観
音
様
の
掃
除
を
行
っ
て
い
て
、
会

員
の
う
ち
過
半
数
の
方
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

と
し
て
、
通
学
路
の
花
植
え
を
女
性

会
員
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
ま
ち

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
活
動
を
会
報
で

わ
か
り
や
す
く
地
域
の
人
た
ち
に
伝
え
た

い
！
」
と
い
う
県
老
連
役
員
の
願
い
が
、

こ
の
た
び
「
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
」
の
愛

称
と
と
も
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し

た
。

　

会
員
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

�

会
員
数
：
23
人　
会
長
： 

竹
田　
安
弘

芦
沢
老
人
ク
ラ
ブ
睦
会（
長
井
市
）

が
一
番
の
目
的
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
会

員
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子
を
「
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
け
て
一
歩
踏
み

出
し
た
新
し
い
「
陽
だ
ま
り
」
を
ご
期
待

く
だ
さ
い
。（
歩
美
）

老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
　
全
国
大
会
で
健
闘

編
集
後
記

　

今
年
は
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
に
、
山
形
県
か
ら
も
多
く
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
大
館
市
で

9
月
9
日
（
土
）
～
11
日
（
月
）
に
開
催

さ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
参
加

し
た
「
山
形
平
田
」
チ
ー
ム
は
山
形
県
酒

田
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で
構
成
さ

れ
た
代
表
チ
ー
ム
で
、
惜
し
く
も
入
賞
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
の
強
豪

を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。　「週３回、地元の体育館で練習

しています」と試合前にコメン
トしてくれた平田チームの皆さ
ん。次回、富山大会への出場も
めざしてぜひ頑張ってください。

ピック
アップ！

の
美
化
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
平
均
年
齢
は
お
よ
そ
80
歳
で

す
が
元
気
に
活
動
し
て
お
り
、
地
域

を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
と
い
う
受
け
皿
が
あ
り
な

が
ら
も
入
会
者
が
少
な
い
の
が
現
状

で
す
が
、ク
ラ
ブ
の
維
持
の
た
め
に
、

新
規
会
員
の
勧
誘
と
し
て
役
員
を
中

心
に
声
か
け
運
動
を
行
う
な
ど
、
会

員
増
強
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

あなたの作品

みせてください

申込応募票のお問い合わせ先
社会福祉法人 山形県社会福祉協議会
一般社団法人 山形県老人クラブ連合会

電話 023-622-5805 FAX 023-622-5866
電話 023-622-5601 FAX 023-622-5606

申込方法は専用の作品応募票によりお申し込みください。

出品点数は各部門を通じ一人１点とし、出品作品は出品者本人であり、
かつ個人により創作された未発表作品とする。また、応募資格年齢に
達した以降の作品とする。

　山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2017）の美術展が
山形美術館で開催されます。

平成30年2月15日（木）～18日（日）
AM10：00〜 PM5：00
（最終日はPM3：00まで）

会　期

山形美術館
山形市大手町1-63　
電話023-622-3090

会　場

山形県
山形県社会福祉協議会
山形県老人クラブ連合会

主　催

高齢者の創作した日本画・洋画・
彫刻・工芸・書・写真の６部門

募集
  内容

特に定めないテーマ

2,000円（支払い方法は、申し込
み後にお知らせ）出品料

県内在住で、昭和34年４月１日以
前に生まれたアマチュアの方

応募
  資格

出品点数
および出品作品

第26回山形県健康福祉祭

美術展作品募集

ときめきねんりんピック2017

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼
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